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建築用材の選択に関する住宅供給会社へのアンケート調査結果
ＧＩＳで作成したデータの現場への持ち出し方法
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緑化作品コンクール等表彰（Ｒ４）

森林の機能を学ぶブース

ユースサポーターによるステージ（R４）

告知チラシ

里山林整備体験プログラム（R４）

１．開催趣旨
　“森林は県民共通の財産である”との理解のもと、
本県は、公的関与による森林管理の徹底や「里山林
の再生」などを「新ひょうごの森づくり」として平
成14年度から独自に展開してきました。 
　そのような中、スギ・ヒノキ人工林については、
対策が充実する一方で、農村の過疎化や高齢化等に
より里山林を管理する担い手が一層減少しつつあり、
里山林をいかに維持管理して行くかが、森づくりに
おける課題として顕在化しつつあります。
　そこで、県民が里山への理解を深めるとともに、
里山を守り育てる意識醸成の場として位置づけ、今
年度は、姫路市を開催市町とし、姫路城にほど近い
大手前公園で「ひょうご里山フェスタ2023」を開
催します。

２．重点方針
　開催市町である姫路市が「姫路市ふるさと百年の
森構想」に基づき、森林はすべての市民の財産であ
るとの認識のもと、参画と協働による森づくりを進
めていることや、ゼロカーボンシティを宣言し、地
域環境保全に取り組んでいることを踏まえた企画・
運営とします。
３．開催日時
　令和５年10月22日（日）9：30～15：00
４．開催場所
　大手前公園（姫路市本町地区）
５．開催テーマ
豊かな里山を未来へ　～今、私たちができること～
６．開催に当たってのポイント
　里山林整備の将来の担い手として期待される子ど
もや若い方々が、里山に対する興味を持つきっかけ
となるようステージイベントなどを充実させます。
　その一環として、昨年度に続き、森林や緑化につ
いて学ぶ県内学生17名で構成する「ユースサポータ
ー」を結成しました。当日は、ユースサポーターが

企画したステージイベント等を、是非、お楽しみく
ださい。

　　　　　

７．主なステージプログラム（特設ステージ）
　・10：10～10：50 プロローグ演奏
　　今年度は、姫路市消防音楽隊が演奏を行います。
　・11：00～12：00　式典
　　緑化作品コンクール等の林業・緑化関係表彰を
行うほか、緑の募金協力団体等に対する感謝状の
贈呈、森林ボランティア活動報告、姫路市立安富
北小学校生による宣誓、記念樹贈呈、企業の森づ
くり活動協定締結の報告などを行います。
　・12：10～14：45  ステージ企画
      姫路市立安富北小学校生による和太鼓演奏の後、
メダカのコタロー劇団による里山をメインとした
参加型の演劇や、ユースサポーターによるプログ
ラムを催します。

　　　

８．展示・販売ブース
　緑の募金や緑化作品コンクール作品展、里山をテ
ーマとした展示、どんくりなど使ったクラフト体験
などのブースを会場である大手前公園内に設ける予
定です。
　また、姫路市産の食材
を使った食品の販売や、
里山の恵みであるジビエ
料理などを提供するブー
スも出展しますので、是
非、お楽しみください。
９．アクセス
　会場に来場者駐車場はございませんので、公共交
通機関をご利用下さい。姫路駅（北口、お城側）か
ら徒歩15分ほどの距離となります。

10．プレイベント「里山林整備体験プログラム」
　本イベントならではの企画として続けてきました
「里山林整備体験プログラム」ですが、本年度は、
作業体験に適した里山林が近隣にありません。
　そこで、フェスタ開催の気運を高めるプレイベン
トと位置づけ、姫路市内の里山林で別途開催するこ
とになりました。（執筆時、開催前にて御了承下さ
い。）
（１）開催日時
　　令和５年10月9日（祝・月）14：00～16：30
（２）開催場所
　　こうでら健康の森（姫路市香寺町行重・土師）
（３）コンセプト
　　人の手が必要とされる里山林についての学びの
場、木を伐るワクワク感や整備後の達成感を感じ
られる場、各地で活躍する森林ボランティア等と
の交流の場とすることをコンセプトとして開催し
ます。
（４）主な内容
　　大人向けには、森林ボランティアの指導による
除伐や侵入竹の伐採など本格的な森づくり作業体
験を、また、子ども向けには、森のインストラク
ターの引率による森の観察会など五感で学ぶ楽し

いプログラムを催します。
　　また、地域からの参加者等が、イベント終了後
も「こうでら健康の森」に関心と愛着を持てるよ
う、記念植樹を行ないます。

　　　　

11．（株）ニッスイ社による森づくり
　　　　 ～一過性のイベントとしないために～
　兵庫県と姫路市等は、令和５年10月2日付けで姫
路市内に工場がある（株）ニッスイと、プレイベン
ト会場である「こうでら健康の森」を活動地として
森づくり活動の協定を締結しました。
 協定期間は、３年間で、協定の更新を３年ごとに
行う予定です。
　プレイベントに同社からも複数の社員が参加され
る予定であり、里山林整備体験後の森づくりを継承
いただく予定です。

令和5年10月22日（日）森づくり普及啓発全県イベント
「ひょうご里山フェスタ2023」を姫路市で開催

入道山展望台広場のコバノミツバツツジの眺望入道山展望台広場に向かう遊歩道階段の整備

神鋼かこがわ森の会　　代表　宮本 博美

　私達は、加古川市の公営施設である、権現総合公園
内の森林整備事業に取り組んでいます。
　神戸製鋼加古川製鉄所を定年退職した人が主体とな
り、森林整備ボランティア活動団体を立ち上げ、平成
26年度から10年間活動を継続してまいりました。
　具体的には、園内全域に原生するコバノミツバツツ
ジの育成や桜等の植樹、入道山展望台広場の眺望の良
好化のための作業、遊歩道の階段の保全工事をはじめ
とする整備作業、園内の散策者が気持ち良くリフレッ
シュするための手助けなど、様々な活動を行っていま
す。
　これらの活動は、“当公園を利用される地域住民の
皆様方の心が和やかになるように！”をモットーに取
り組んでいます。今後、さらに多くの皆様が来園され、
良好な憩いの場となる公園になることを願っています。

当会は、活動理念及び目標として、次の項目を掲げて
活動に取り組んでいます。　
１．ボランティア活動を介して会員相互の親睦を図り、
１人１人が、森林整備を楽しみ・喜び、地域社会
への貢献等の達成感と健康維持を図り、人生の充
実感を得ることを主目的とする。

２．会員個々の森林整備に関する技能・技術の向上に
努め、後継者へ伝承し育成を図る。

３．加古川市の地域住民の皆様のリフレッシュの場
所・森林浴の場所を率先して提供する。

　最後に、コロナ禍前は、園内にて地域住民の皆様と
「森と緑のふれあい会」を楽しく行っていましたが、
ここ４年間は中止となったことを残念に思います。現
在は公園のリニューアル工事が進行中であることから、
工事完了後に新たに「ふれあい会」を開催したく考え
ています。
　４月になれば、コバノミツバツツジが満開となり、
その他の花もきれいに咲き乱れ、目を楽しませてくれ
ます。さらに、緑の
中の散策は、新鮮な
空気を満喫でき、自
身の心をリフレッシ
ュできますので、ぜ
ひ、ご来園いただけ
れば幸いに思います。

森林ボランティア活動森林ボランティア活動森林ボランティア活動
詳細はこちら
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施工棟数の平均が4.7棟で、５棟未満の施工が39社
と多くを占めていました。
　材種を選定するにあたり、最も強く意向が反映さ
れる主体（材料購入に影響する主体）について構造
材と羽柄材のそれぞれで回答を求めました。材種は、
樹種および製材・集成材等の材料の種類を指す言葉
として使用しました。図２のとおり、構造材、羽柄
材ともに、住宅供給会社の設計部門を選択した会社
が最も多く、大工等の施工部門が次に多く選択され
ました。
　部材ごとに最もよく使用する材種について回答を
求めました。部材は、柱や梁など、使用する部位ご
との材料を指す言葉として使用しました。図３のと
おり、国産材であるスギとヒノキは、柱（40/46社
（スギ・ヒノキの回答数/有効回答数、以下同様））、
土台（52/53社）、間柱（31/44社）、胴縁（28/48
社）で最もよく使用すると回答されました。梁や垂
木では多くの会社が外材であるベイマツを多用する
中、一定数の会社（梁（11/46社）、垂木（16/48
社））はスギ・ヒノキを最も多く使用していました。
　管柱の材種選定時に重視する項目を「品質」、
「価格」、「納期や入手のしやすさ」の３点の中か
ら順位付けして回答を求めました。図４のとおり、
最も重視する項目には「品質」が選ばれ、次に重視
する項目では「価格」が選ばれました。

１．はじめに
　兵庫県産木材の利用拡大を進めるためには、県産
木材製品の現状や、建築用材のユーザーがどのよう
な製品を求めているかについて把握する必要があり
ます。しかし、これまで県産木材の現状やニーズに
ついて定量的に調査したものはなく、県内での建築
用材の流通実態には不明な部分が多くありました。
　そこで、県産木材の利用推進上の課題を明らかに
することを目的に、建築用材のユーザーである住宅
供給会社に対し、使用する材種やその選定理由、そ
の選定主体についてアンケート調査を実施し、県産
木材と県産木材以外との間に、品質・コスト・流通
等の点でどのような違いがあるか検討しました。

２．調査方法
　兵庫県内の住宅供給会社に対し、アンケート調査
票を郵送し、回答を求めました。新築の木造戸建住
宅を軸組構法で建築する住宅供給会社を調査対象と
し、改築やリフォームを主としている住宅供給会社
は対象外としました。アンケート調査の期間は令和
４年12月７日（調査票配布日）から令和５年１月16
日（最後の回答があった日）までであり、調査対象
数は171社、有効回答数は54社、有効回答率は31.6
％でした。

３．結果
　令和３年度に施工された新築木造戸建住宅の棟数
について回答を求めたところ、図１のとおり、新築

よく使用する材種」のみについて回答を求めました。
ここでは、「県産木材」と「最もよく使用する材
種」で回答に差が見られた強度性能、価格、納期に
ついて結果を示します。
　管柱に使用している材料の強度性能については、
図7のとおり、強度表示材を使用している会社は
「県産木材」では31％であるのに対し、「最もよく
使用する材種（県産木材以外）」では53％であり、
強度表示された材種を使用している会社が多く見ら
れました。
　管柱に使用している材料の価格については、図８
のとおり、「県産木材」の方が「最もよく使用する
材種（県産木材以外）」よりも価格が高い傾向が見
られ、「最もよく使用する材種（県産木材以外）」の
方が「県産木材」よりも安いと回答した会社は79％
でした。
　管柱に使用している材料の納期については、図９
のとおり、「県産木材」の方が「最もよく使用する
材種（県産木材以外）」よりも納期が長い傾向が見
られ、納期が１週間以内と回答した会社は、「最も
よく使用する材種（県産木材以外）」では71％、
「県産木材」は41％でした。
　以上のように、使用されている管柱の特性につい
ては、「県産木材」の方が「最もよく使用する材種
（県産木材以外）」よりも「強度性能」が低いある
いは強度表示なし（図７）、「価格」が高い（図８）、
「納期」が長い（図９）という結果が見られました。
これらの項目を県産木材の利用推進上の課題と考え、
県産木材の利用拡大に向けた技術開発や普及に今回
のアンケート調査の結果を活かして行きたいと考え
ています。

謝辞　今回の調査にあたって回答にご協力いただい
た住宅供給会社の皆様にこの場を借りて感謝申し上
げます。

　材の発注時に指定する内容について回答を求めま
した（複数回答）。図5のとおり、「樹種」、「製
材・集成材」、「乾燥処理の方法」等の材種に関する
ことの他に、構造材では「納期」（48％）、「強度性
能」（37％）、「含水率」（35％）が多く指定されてい
ました。羽柄材では「納期」（52％）、「材面の品
質」（28％）が多く指定されていました。
　県産木材の取扱いの有無について回答を求めたと
ころ、図６のとおり、梁と羽柄材についてはどちら
も約半数の会社で県産木材の取扱いがありました。
管柱については、県産木材を主に使用している会社
と一部使用している会社を合わせて、28/39社で県
産木材の取扱いがありました。
　管柱について、県産木材と最もよく使用している
材種の諸特性について比較を試みました。県産木材
を主に使用する会社には「県産木材」のみについて
回答を求め、県産木材の使用がない会社には「最も

図8　管柱に使用する「県産木材」と「最もよく使用する
材種（県産木材以外）」の価格　　　　　　
　　（有効回答数：28社、県産木材と県産木材以外の両方を
使っている会社の回答のみを集計した）　　　図３　部材ごとの最もよく使用する材種

　　 （有効回答数：柱46社、梁46社、土台53社、垂木48社、
　　 間柱44社、胴縁48社）

図４　管柱の材種選定時に重視する項目
　　 （有効回答数：最も重視51社、次に重視44社）

図１　年間の施工棟数（有効回答数：54社）

図２　材種の決定に影響を与える主体
　　 （有効回答数：構造材50社、羽柄材46社）

図9　管柱に使用する「県産木材」と「最もよく使用する
材種（県産木材以外）」の納期　　　　　　
（有効回答数：県産木材29社、最もよく使用する材種35社）

図７　管柱に使用する「県産木材」と「最もよく使用する
　　　材種（県産木材以外）」の強度性能　　　　
　　 （有効回答数：県産木材26社、最もよく使用する材種32社）

図６　県産木材の取扱いの有無
　　 （有効回答数：梁52社、羽柄材52社、管柱39社）

図５　材の発注時に指定する内容（複数回答）
　　 （有効回答数：構造材52社、羽柄材46社）

兵庫県立農林水産技術総合センター　森林林業技術センター　藤本千恵

建築用材の選択に関する住宅供給会社へのアンケート調査結果
技術シリーズ技術シリーズ技術シリーズ
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【薪づくり活動「薪活」：令和５年９月】

【丹波市木の駅プロジェクト　原木出荷状況】

林業普及指導員等３者による協議

積雪後の作業道沿いの防護柵の状況（－－は柵位置）

シカ柵の点検箇所

森林大学校との合同現地調査（タケニグサの旺盛な成長）

「丹波市木の駅プロジェクト」による地域材利用拡大への取り組み
普及だより

１　はじめに
　丹波地域では、平成30年度から丹波市、丹波篠山
市、（公財）丹波の森協会、丹波県民局の４者によ
り丹波の里山づくり促進事業実行委員会を設立し、
地域の里山づくり活動を推進しています。
　主な取組内容は、里山育成研修会の開催、アドバ
イザー派遣、木の駅プロジェクト活動への支援のほ
かＷＥＢサイトによる情報発信、里山交流の企画・
実証事業に取り組んでいます。
　今回の普及だよりでは、里山づくりと地域材利用
拡大に取り組んでいる「丹波市木の駅プロジェク
ト」の活動について紹介します。

２　丹波市木の駅プロジェクトの概要
　丹波市内の自治会等が木の駅プロジェクトに登録
申請し、チェーンソーの安全講習を受講後、里山林
整備等で伐採した原木を指定のストックヤードに出
荷するとその代金として、6,600円/ｔが支払われま
すが、その代金は地域経済活性化のため、丹波市内
で利用できる「たんば共通商品券」が利用されてい
ます。

３　活動実績
　平成27年９月に発足し、今年で９年目となります

が、毎年チェーンソー講習会を開催するなど出荷者
である担い手確保の取組みを継続した結果、近年で
は年間でおよそ100t前後の原木の受け入れを行って
います。
　また、住宅での薪ストーブの導入等により薪の需
要が高まってきたことから、週末には薪ストーブユ
ーザーや森林整備に興味のある方が参加する、薪づ
くり活動「薪活」の開催や会員の情報交換の場であ
る「月例会」を年６回開催し、活動スケジュールの
検討や課題解決に向けた意見交換を行っています。

４　今後の取り組み
　丹波市木の駅プロジェクトでは、木質バイオマス
発電用チップの供給を期待されており、今後は、地
域の関係団体の協力のもと、ストックヤードの確保
やチップ加工業者との連携による供給量拡大に向け
た取組みを推進することとしています。
　丹波の里山づくり促進事業実行委員会でも、里山
林整備活動団体や木の駅プロジェクトにかかる資機
材導入支援のほか、WEBサイトによる情報発信に
より、丹波の里山づくりと地域材利用拡大を推進し
ていくこととしています。（森林課　上田　敦祐）

②積雪による防護柵の倒伏対策
　令和３年12月の大雪によって防護柵の倒伏が発生
したため、次年度に向けた積雪への対策として、再
造林地内の作業道の路肩部分に仕切り柵を追加しま
した。翌春に確認したところ、追加した柵に倒伏被
害はありませんでした。また、シカの侵入も防ぐこ
とができたため、食害も見られませんでした。

【低コストな下刈り施業の検討】
　本事業地で優占しているシカ不嗜好性植物のタケ
ニグサは、生長が早く草丈が２ｍを超えるため、ス
ギ苗木が被圧される恐れがあります。令和５年度は
５、７、９月下刈り試験区を設定して効率的な下刈
り手法を検証しています。被圧状況下でのスギ苗木
の成長量の推移や、枯死や誤伐の状況を調査し、下
刈り回数の低減に向けた手法の確立を目指します。

２　今後の取組むべき内容
 シカ被害対策として、森林組合や地元猟友会と効
率的な捕獲方法を検討して、造林地周辺で誘引くく
りわなによるシカ捕獲を実施したところ、短期間で
効率的な捕獲ができました。
　今後、積雪地に対応した防護柵設置や下刈りの効
率化に加え、林業事業体が行う再造林施業とシカ捕
獲の一体的な実施を進め、県北部の主伐・再造林の
推進に寄与したいと考えています。

（森林第２課長　福島智則）

█はじめに
　当事務所では、令和３年度から多雪でシカ生息数
の多い地域での主伐・再造林の獣害防除対策や下刈
り施業の低コストの検討に取組んでいますので、そ
の概要を報告します。
１　取組内容
　県北部の主伐・再造林地では、積雪の移動圧によ
る防護柵の破損や倒伏により再造林地へのシカの侵
入が容易となることが、効率的な主伐・再造林の阻
害原因になっています。このため、地元森林組合の
協力のもと、農林振興事務所、森林林業技術センタ
ーの３者で協議検討し、次の対策と検討を行いまし
た。

【獣害防除対策】
①防護柵地際からの侵入防止対策
　管内の主伐・再造林地に設置したセンサーカメラ
の映像によりシカ被害の問題点であるシカの潜り込
みの様子が「見える化」したことによって、アンカ
ー増打ち、スカートネット追加、目隠しネット追加
といった防除対策を実施しました。また、イノシシ
がアンカーを引き抜いて侵入した箇所からシカも侵
入していることがわかったため、けもの道周辺の定
期的な見回り点検が必要であることがわかりました。

兵庫県但馬県民局　朝来農林振興事務所
兵庫県丹波県民局　丹波農林振興事務所

「多雪地・シカ生息地での確実な更新に向けた取組」
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用することもあります。森林整備の範囲の確認や検
査、林業経営体であれば、傾斜図で作業道の線形を
検討することなどに利用できます。
　現地では、紙図面の中で自位置を特定しながら、
図面の情報を読み取り、求められる必要な判断を行
うことになります。自位置の特定については、ＧＰ
Ｓ機能をもったスマホの地図アプリなどを併用し、
スマホの画面と紙図面を見比べて行うことが思いつ
きます。
　しかし、可能であば、ＧＩＳで作成した図面その
ものに、ＧＰＳが自位置を落としてくれると間違い
もなく、効率的です。手持ちの資料も少なくなり、
現地での作業もはかどります。
　今回は、このような「あったらいいのに」を実現
してくれる、ＧＩＳとの親和性が高く、連携して活
用することができるスマホアプリ「Avenza 
Maps」を紹介します。

４．アプリ「Avenza Maps」
①　ＧＩＳデータへのアクセス
　Avenza Mapsは、Dropbox、iCloud Drive、
Google Driveなどのオンラインストレージサービ
スにアクセスすることができ、ファイルを読み込む
ことができます。
　したがって、パソコンのＧＩＳで作成したデータ
をストレージサービスに保存さえすれば、Avenza 
Mapsからこれらデータにアクセスすることは簡単
で、スマホ内にデータを読み込み、保存することが
できます。

１．一般的になりつつあるＧＩＳ
　ＧＩＳの利用環境については、無償で入手し使用
することがのできる高機能で優秀なＧＩＳソフトウ
ェア「ＱＧＩＳ」が存在するほか、官民さまざまな
機関からインターネットを介して提供されるデータ
（地図コンテンツ）が充実しています。
　このため、これまで紙で管理していた様々な地図
情報を各々のパソコンで管理する市町・林業経営体
も増えつつあると思われます。

２．兵庫県のオープンデータ
　兵庫県では、平米４点および１点の航空レーザ測
量の結果をオープンデータとしてＧ空間情報センタ
ー（https://front.geospatial.jp）に公開しています。
　このデータを活用すれば、高精度な陰影起伏図や
傾斜図、樹高図、ＣＳ立体図といった各種主題図を
作成することができます。
　これらの主題図は、既に兵庫県が運営している森
林クラウドシステムや、ひょうご森づくりサポート
センターのＷｅｂＧＩＳ（http://www.hyogoforest.or.jp/sc
より入室）で確認することができますが、どちらか
というと閲覧に特化しており、色味調整などの加工
や解析といった二次利用については難しく、その自
由度は低いといえます。
　しかし、冒頭で述べたＱＧＩＳ等のＧＩＳが手元
にあれば、各々のパソコンでダウンロードしたオー
プンデータを用いて同様の各種主題図を再現するこ
ができ、加工はもちろんのこと、自ら作成した図形
ポリゴンと重ね合わせることも可能で、「これが欲
しかったんだ」という思い通りの図面をつくること
ができます。さらには、発展的に解析への展開も可
能です。
　なお、ＱＧＩＳによる兵庫県のオープンデータの
活用方法については、令和２年より県が毎年研修を
開催しています。

３．現地でのＧＩＳデータの活用
　兵庫県のオープンデータの利用にかかわらずＱＧ
ＩＳ等のスタンドアローンのＧＩＳを活用するメリ
ットは、目的に応じた欲しい図面を自ら作成できる
ことにあります。
　作成した図面は、印刷して、現地に持ち出して利

　数ある地図アプリの中でのＧＩＳとの連携のしや
すさという点で
Avenza Maps
は非常にすぐれ
ているように思
います。
　是非、ご活用
しただき、その
恩恵を共有する
ことができれば
幸いです。

②　扱うデータの形式
　ＧＩＳで扱うデータは、ベクターデータ（ポリゴ
ン等）とラスターデータ（ピクセル画像）の大きく
２つです。
　Avenza Mapsでは、ＧＩＳで作成したべクター
データのファイル形式をShapefile形式からKML
形式に変換することで利用できます（多機能な有料
版ではShapefile形式を扱えますが、十分実用的で
入手しやすい無料版の利用を想定して解説していま
す）。
　一方、ラスターデータは、空中写真や森林計画図
など、多くはそのままAvenza Mapsで利用できま
す。傾斜図や樹高図など、各々で色味を調整して作
成したものについても、画像に変換することで、色
味を変えることなく利用することが可能です。

③　具体の利用例
　Avenza Mapsでベクターデータやラスターデー
タを個別に扱う方法を述べましたが、ＧＩＳでこれ
らを重ね合わせて作成した図面そのものを現地に持
ち出したいと考えることが多いと思います。
　ここでは、具体的な利用例として、ＱＧＩＳで作
成した傾斜図（ラスターデータ）に事業区域（ベク
ターデータ）（図１）を重ね合わせた図面を
Avenza Mapsで扱う方法を解説します。
⑴　ＱＧＩＳでのデータ変換
　ＱＧＩＳで表示したデータをまとめて位置情報つ
きの画像データに変換し、保存します（図２）。
⑵　ストレージサービスへの保存
　変換した画像データを各々のストレージサービス
に保存します。　
⑶　Avenza Mapsでの読み込み
　スマホでAvenza Mapsを起動し、ストレージサー
ビスに保存した画像データを読み込みます（図３）。

５．おわりに
　Avenza Mapsのより詳しい情報については、公
式ホームページ（https://avenzamaps.jp）を参考
にして下さい。
　Avenza Mapsは、スマホ内に図面データを保存
するため、オンラインでしか使えない地図アプリと
は異なり、通信環境が整っていない奥山でも利用す
ることができます。
　また、現地では、表示されるデータ上にマーカー
を落とすことができ、それらを逆にＧＩＳに書き出
して利用することも可能です。

図１　傾斜図と事業区域（QGIS） 図４　現地でのAvenza Mapsの利用

図３　Avenza Mapsでのストレージサービスに保存した画像
　　　データの読み込み方法

図２　QGISで表示したデータをまとめて画像データに変換・
　　　保存する方法

ひょうご森づくりサポートセンター（ひょうご森林林業協同組合連合会）

ＧＩＳで作成したデータの現場への持ち出し方法　～スマホアプリAvenza Mapsの利用～
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＜兵庫県内の原木市況・製品市況・住宅着工戸数＞

█はじめに
　神戸・阪神地域に豊かな緑と潤いを与えている六甲
山ですが、過去には豪雨等による土砂災害が度々発生
し、復旧を繰り返してきた歴史があります。この歴史
を忘れることなく、今後の防災・減災活動に活かして
いく取組として、８月15日から27日までの間、神戸市
の「阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター」で
「六甲山の災害展」を開催しました。
■六甲山の災害と復旧の歴史紹介
　明治以降に、はげ山だった六甲山に植林を進め、豊
かな緑を取り戻すことができた歴史の紹介や、過去に
おいて特に大規模な被害が発生した「昭和13年阪神大
水害」や「昭和42年豪雨災害」発生時の貴重な記録の
映像放映とパネル展示、治山ダムや砂防ダムの位置を
示した六甲山系立体模型を展示しました。
■実験装置の実演
　災害展では、「土石流模型実験装置」、「保水力実験」、
降雨体験装置「かっぱくん」、災害発生の仕組みが分
かる地すべりとがけ崩れの模型実験装置による実演を
行いました。来場者からは、「治山ダムの実験で、

様々な取り組みで安全な生活が守られていると感じ
た。」「山、森林の植林事業についての大切さを知れ
た。」等、好評をいただきました。

■まとめ
　今年の来場者は1457名、インターネット閲覧者数10
61名で、昨年より６割増となりました。また、アンケ
ート結果では約55％の方から「防災意識が向上した」
と回答がありました。
　今後も、県民の皆さまが常日頃から防災意識を高く
持ち続け、いざというときの適切な行動に役立てられ
るように、防災・減災の普及啓発に取り組んでまいり
ます。　　　　　　　　　　（県治山課　小谷洋平）

・原木は、梅雨時期を過ぎたことから、本格的な出材
　が始まり、価格も上向きに推移している。
・製品は、荷動き鈍く値下がり傾向が続いている。
・木造住宅着工戸数は、昨年度と比べ少し低調に推移
　している。

六甲山の災害展　開催状況

兵庫県神戸県民センター六甲治山事務所・農林水産部治山課

「六甲山の災害展」を開催しました！

兵庫県営林緑化労働基金　中谷康彦

兵庫県林業体験講習の開催について

10月29日（日）三木山森林公園30周年記念イベント開催のお知らせ

間伐作業の実施講習 木材市場見学

お問合せ　公益財団法人 兵庫県営林緑化労働基金 
　〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
　TEL : 078-361-8010　FAX：078-381-9116 
　E-mail : zaidan@hyo-eirin.or.jp  

６　応募締切　令和５年10月24日（火）
７　応募方法
　　（公財）兵庫県営林緑化労働基金のＨＰに募集案
　内チラシと受講申込書を掲載しています。必要事項
　を記載のうえ、Fax又は郵送で申し込んでください。
８　その他
　　宿泊補助もあります。詳細は募集案内チラシでご
　確認ください。

　林業への就職を希望する人を対象に、林業に就職す
るために必要な知識や資格を身に着け、林業への円滑
な就職を支援する講習を開催します。

１　開催期日
　　令和５年11月11日（土）～18日（土）※日曜日を除く
２　募集人数　10名　
３　参加資格　林業への就職を希望する方
　◇18才以上60才以下（令和５年４月１日現在）
　◇講習の全日程に参加できること
　◇自家用車等を利用して自分で移動できること
４　参 加 料　無料
　　※　教習所受講料は事前に直接支払ってもらいま
　　　すが、講習修了者には全額補助します。
５　講習の内容
　　林業の基本的な知識の講習、林業施設の見学、チ
ェーンソー資格講習、刈払機資格講習、林業作業（間
伐、下刈り）の実施講習、就業・生活相談
　　※　講習内容は天候等の都合で変更する場合あり

３　出展ブース
　「ひょうご森の日」に
ちなんだ各種ブースや、
KOBELCO森の童話大賞
の展示を行います。

【お問い合わせ先】
県立三木山森林公園（三木市福井字三木山2465-1）
　　〔TEL ０７９４－８３－６１００〕
兵庫県農林水産部治山課
　　〔TEL ０７８－３４１－７７１１（代表）
　　　内線３３９６・４２１９〕

　県立三木山森林公園は、本年５月に開園30周年を迎
えました。これを記念し、毎年10月の最終日曜日に開
催している「ひょうご森の日」イベントに合わせ、10
月29日（日）に記念イベントを開催します。
１　午前の部（記念講演）【10:30～12:00】
　 里山保全の第一人者である服部　保先生（兵庫県  
　立大学名誉教授）よりご講演いただきます。
　演題 : 『天然記念物指定された三木山森林公園のコ
　　　　　バノミツバツツジの重要性（仮題）』
２　午後の部（里山林整備体験プログラム）【13:00～15:00】
㈱神戸製鋼所が森づくり活動を行っている

「KOBELCOの森」で、森のインストラクターの指導の
もと、ノコギリを使った除伐などの作業が体験できます。

記念講演 整備体験
講演の聴講、整備体験は事前申込制です。
QRコードからお申し込み下さい。
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私たちは、兵庫県産木材を使い、人と環境に
優しい木造住宅を提案し建築します。

　ひょうご木の匠の会 会長　日 置 尚 文（日置建設㈱）
（事務局）　神戸市中央区北長狭通5-5-18 兵庫県林業会議
　https://hyogo-kinotakumi.com　TEL：078-351-3341

ひょうご木の匠の会

兵庫県産木材の家

　

こ
の
ご
ろ
、
時
代
の
変
化
が
と
て
も

早
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
昭
和
の
頃
は
、

十
年
一
昔
と
言
っ
て
い
た
が
、
五
年
か

三
年
か
、
い
や
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
Ａ

Ｉ
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、

我
々
の
日
常
生
活
で
も
気
づ
か
な
い
う

ち
に
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
人
間
が
行
っ
て
き
た
こ
と
の

大
体
は
Ａ
Ｉ
が
や
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
か
。

　

さ
て
、
県
庁
で
は
、
新
た
な
働
き
方

を
模
索
す
る
た
め
、
「
モ
デ
ル
オ
フ
ィ

ス
」
が
試
行
さ
れ
て
い
る
。
９
月
は
農

林
水
産
部
全
体
が
、
職
員
は
４
割
出
勤
、

６
割
在
宅
勤
務
と
さ
れ
、
出
勤
者
は
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
改
装
さ
れ
た
生
田
庁
舎

５
階
フ
ロ
ア
に
て
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス

（
自
由
席
）
で
勤
務
し
た
。
職
員
の
方

は
、
さ
ぞ
落
ち
着
か
な
い
毎
日
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
庁
外
の
皆

様
向
け
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
こ
う
と
試
み

た
が
部
外
者
出
入
り
禁
止
の
た
め
適
わ

な
か
っ
た
。

　

今
月
号
の
記
事
か
ら
、
林
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
先
導
す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の

紹
介
に
つ
い
て
は
、
是
非
、
現
場
で
の

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
技
術

シ
リ
ー
ズ
で
の
工
務
店
等
の
調
査
で
は
、

多
く
の
課
題
が
浮
上
し
た
が
、
さ
ら
に

分
析
を
進
め
、
有
効
な
手
法
の
提
言
を

期
待
す
る
。

　

十
月
最
終
日
曜
日
は
、
「
ひ
ょ
う
ご

森
の
日
」
。
秋
晴
れ
の
山
に
行
っ
て
英

気
を
養
い
ま
し
ょ
う
。（
編
集
事
務
局
）

編
集
後
記

安全と作業効率を追求し続けるハスクバーナは、
プロが認めるチェンソーの最高峰です。
革新的な技術を融合し、これまで以上の加速と
トルクで他に類のない鋸断能力を発揮します。
新登場550XP-MarkⅡ、ぜひお試しください。

本当の価値が分かる方へ！

愛　林　興　業　株　式　会　社

■５５０ＸＰ/ＸＰＧ‐ＭａｒｋⅡ

■排気量：50.1㎤
■出　力：2.8KW　　■質　量：5.3/5.5㎏（XPG）

AutoTune
本　社
神崎店
但馬店

姫路市飾磨区恵美酒294-3
神崎郡神河町吉冨1409-2
養父市上野1357

TEL(079)234-8181番㈹
TEL(0790)32-0570番
TEL(079)664-2101番

－11－

まもなく狩猟のシーズンです！

◆入山者（林業従事者やハイカー）の皆さんへ
１．山の中へ入られる際は、黄色など明るい色の目立つ服装を心がけてください。
　また、白色のタオルはシカの尾と間違えられやすいので、注意して下さい。
２．土曜日・日曜日・祝日は、狩猟者が集中しますので、特に注意してください。
３．けもの道に仕掛けられたワイヤーロープの「くくりわな｣は、非常に危険ですので、
わな設置の看板(標識)がある場所へは近づかないでください。

１．クマが生息しない淡路地域及び姫路市家島町のみ、輪の直径が12㎝を超えるくく
りわなを使用してシカ及びイノシシを捕獲できます。
２．猟銃の使用が禁止されている場所（鳥獣保護区、休猟区、特定猟具使用禁止区域
（銃器）、公道等）では、絶対に銃猟を行わないようにしましょう。
３．銃猟にあたっては、必ず矢先の安全確認をしてください。また、住居が集合してい
る地域（発射地点の周囲半径200メートル以内）等での銃猟や、人、建物、自動車な
ど弾丸が到達するおそれのある方向への銃猟も禁止されています。（法第38条）。
４．「わな」には決められた標識を付け（第三者にはずされない工夫を行ってくださ
い）、見回りを励行しましょう。また、設置の際は地域住民や入山者等へは充分配慮
を行ってください。
５．他人の土地や森林に立ち入って、自由に狩猟する権利が認められているわけではあ
りませんので、土地所有者等から立ち入りを断られた場合には、狩猟を行わないよう
にしましょう。
６．特に、さく等で囲まれた土地や作物のある土地に立ち入る場合は、土地所有者（占
有者）の承諾を得ることが法律で定められています。
７．また、「国有林野」や「官行造林地」に立ち入る場合には、事前に「入林許可証」
の交付を受けてください。
８．令和６年１月７日から21日までの間、全国一斉に「ガン・カモ調査」が実施され
ますので、カモ猟の自粛をお願いします。
９．法律や狩猟マナーを守り、無理のない、心にゆとりのある狩猟を心がけましょう。

（兵庫県環境部自然鳥獣共生課）

まもなく狩猟のシーズンです！

◆狩猟者の皆さんへ

●11月15日から翌年２月15日までの間は、狩猟が解禁となります。
　ただし、シカとイノシシは３月15日まで。
　（今年のツキノワグマの狩猟については兵庫県本州部のうち円山川・市川より西側の地域
　で11月15日から12月14日の1ヶ月間のみ可能です。詳しくは県ＨＰをご確認下さい。）
●入山者の皆さんは、目立つ服装や鈴やラジオなど、音の出るものを身につけましょう。
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法造くん
のりぞう

森林整備・造園・法面・土木・設計施工管理
緑と笑顔が私たちの基本です　　

豊岡本社　〒688-0051　兵庫県豊岡市九日市上町846 - 1
　　　　　TEL（0796）23-5611　FAX（0796）22-4529
　　　　　URL［http://fuukouen.com］  E-mail［seifuu@skyblue.ocn.ne.jp］

•姫 路 本 店

•神戸営業所

兵庫の林業　№ 306 2023.10
－14－－13－

兵庫の林業　№ 306 2023.10

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

土・木・緑・そして人
　とりもどそう　人にやさしい環境

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

株式会社
グリーン興産
株式会社
グリーン興産

木材は、持続可能な人と環境にやさしい資材です。
生活の一部に木を取り入れるとともに、都市部の木
造・木質化を図ることで、環境に配慮しながら安全
かつ美しい景観を作り出し、住みよい街づくりを推
進します。

兵庫県木材業協同組合連合会

分収林方式により、水源林造成事業を進めています
対象地は無立木地など、公益的機能の低下した水源かん養保安林です

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター近畿北陸整備局

TEL(078)362 - 5800
FAX(078)362 - 5802

TEL(078)351 - 3341兵庫県水源林造林協議会
神戸水源林整備事務所

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
　　　　　　　　　　（兵庫県林業会館内）

災害のない安全で安心な社会
　　●治山、林道、造林事業の推進
　　●山地防災・土砂災害対策計画

一般社団法人　兵庫県治山林道協会

HP　兵庫県治山林道協会

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632

〒650-001２ 神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
TEL 078-341-4070 FAX 078-341-4071
HP  https://hyogo-green.net/

公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

緑の募金へのご協力をお願いいたします

１ 金融機関からのお振込み
　 ①郵便局（手数料不要）
　 　専用の払込取扱票をお送りしますので、当協会にご一報ください。
　 ②銀行（手数料必要）
　 　口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所
　 　　　　普通 3198438 公益社団法人兵庫県緑化推進協会
２ キャッシュレス決済（手数料不要）
　 ソフトバンクの「つながる募金」からキャッシュレスでご協力いただけます。

１ 金融機関からのお振込み
　 ①郵便局（手数料不要）
　 　専用の払込取扱票をお送りしますので、当協会にご一報ください。
　 ②銀行（手数料必要）
　 　口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所
　 　　　　普通 3198438 公益社団法人兵庫県緑化推進協会
２ キャッシュレス決済（手数料不要）
　 ソフトバンクの「つながる募金」からキャッシュレスでご協力いただけます。

いつも緑の募金にご協力いただき、ありがとうございます。
緑の募金は、森林ボランティア活動への支援や、子どもたちの環境学習などに活用しています。
ご協力いただける場合は、次の方法でお願いいたします。

ご寄附の方法

検索兵庫県緑化推進協会

募金のページQRコード

林業16.indd   14-15 2024/02/07   15:40



檜皮採取の研修風景（保存会HPから）

原皮師　大野浩二さん ぶり縄で木に登り、外樹皮を剥ぐ

2尺5寸に切り
束ねる

檜皮包丁による整形

檜皮葺師　友井辰哉さん実演

屋根金鎚で竹釘を留めなが
ら檜皮を葺く

檜皮葺の近景（京都市
文化財建造物保存技術
研修センターにて）

葺き替えられた伊和神社本殿（宍粟市）　施工者 友井辰哉氏提供

担い手の育成
　古くから親方から弟子へ、数多くの現場を体験しな
がら、技能や知識を体得していくのが技術伝承の常で
すが、現在では、近代的な育成システムも取り入れら
れています。
　公益社団法人全国社寺等屋根工事技術保存会（会長 
大野浩二（丹波市）　副会長 友井辰哉（丹波市）会
員約180名、以下「保存会」という）では、約50年に
わたり研修プログラムを実施し、檜皮葺・杮葺（昭和
49年～）、檜皮採取（平成11年～）、茅葺（平成13年
～）などの技術習得のため、初・中・上級とランクを
設定し、実技研修と会員事業体でのOJTを行い技術の
継承に注力しています。昨年度は全国から11名、今年
は３名が技を磨いています。
　室内研修は、京都市東山区の京都市立文化財建造物
保存技術研修センターを拠点とし、保存会が京都市の
指定管理を受け、また、文化庁から育成費等の支援を
得ながら次代の担い手を養成しています。

　「檜皮葺は、35年程
の周期で葺き替えが必
要となり、技術継承が
重要である。ほとんど
の工程が手仕事であり、
機械化できないが、か
えって魅力を感じる若
者がいる」と大野会長
の表情は明るい。

（「ひょうごの木の物語」取材チーム 菅原 健）

歴史
　日本に古くから伝わる檜皮葺や杮葺は国宝や重要文
化財などの屋根材に使われ、日本の風土が生んだ優美
で繊細な技法と言われています。
　その発祥は飛鳥時代にさかのぼり、平安時代には貴
族住宅や寺院に檜皮葺きが多く使われ、さらに竹釘が
考案されると、鎌倉時代には、優美な曲線を持ち洗練
された現在の技法がほぼ確立したと言われています。

特徴
重要文化財指定の建物3,716棟（H13）のうち約400棟

（37%）が檜皮葺など伝統的技法で維持されています。
　檜皮を採取する技術者を「原皮師」と呼び、ぶり縄
とヘラ（カナメモチ）等を使い、100年生を超えるヒ
ノキの立木に登り、内樹皮を傷つけないよう外樹皮を
採取します。
　原皮師は県下で15人と言われ、８割は丹波・北播に
在住されています。丹波は、檜皮需要先の多い京都に
近く、また、檜皮の質が良いことから、古くから檜皮
を生業とされ、特に、丹波市山南町上久下地区は「檜
皮の里」として栄え、一時は600戸のうち、100戸が檜
皮生産に関わっていたと言われています。

　また、檜皮葺屋根専門の「葺師」は県下に25～30人
と言われ、檜皮を４分（1.2㎝）ほどの間隔に竹釘で
留めながら、下から上へ葺き重ねていきます。一枚一
枚丁寧に葺いていくには熟練された技術と手間が必要
です。
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第６回
受け継がれる檜皮葺の伝統美

ひわだぶき
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